
東京理科大学工学部建築学科校友会 2023年３月発行 vol.71

1

築理会 会報 2023 Spring vol.71
東京理 科大学工学部 建 築学科 校 友会

築理会の最新情報を、HP、メルマガ、Facebookで配信しています。
築理会活動へのご意見・ご要望、会員の情報がありましたら
お寄せください。　　　　　　　　　　　chikurikai@gmail .com

新会員（卒業生）の皆様築理会へようこそ
2023年度築理会総会　および　建築学科６０周年記念行事
　５月27日（土）神楽坂キャンパス１号館17階講堂　
　建築学科60周年記念行事とともに開催準備中　
　詳細はホームページで公開予定

先輩と語る2022 「10年後のわたし」
同窓生の今を考える「大切に思うこと」
インフォメーション
　新年の活動方針、築理会新年会、築理会総会
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　2022年11月26日に開催した“学生・OBOG交流会　
先輩と語る2022”の様子をお知らせします。建築学科
のご協力のもと、３年ぶりに対面形式で行いました。
　“建築とは違う分野で活躍するOBOGの話を聞きた
い”。在校生にアンケート調査をしたところ、この意外
な要望が明らかになりました。そこで、“10年後のわ
たし”をテーマに、いわゆる建築業とは少し異なる業
態・職種でご活躍する方々にお集まりいただきました。
ユニークなご意見をお聞き出来ましたので、広く築理
会の皆様にお届けしたいと思います。なお紙面の関係
で、各発言は要約・編集しています。
　コメンテーターは以下の７名です。鈴木様にはファ
シリテーターも務めていただきました。プロフィール
はＨＰにも掲載しています。（以下、敬称略）
□鈴木 亮子：2015年大学院修了（宇野求研究室）
　日本郵政株式会社　施設部
□下野 恵理子：2015年大学院修了（宇野求研究室）
　国土交通省　大臣官房　官庁営繕部

□中東 壮史：2015年大学院修了（坂牛卓研究室）
　株式会社日経BP
　日経クロステック／日経アーキテクチュア
□渡邊 杏奈：2013年大学院修了（熊谷亮平研究室）
　飛騨五木株式会社　サービスデザイン戦略部
□三好 隼人：2013年学部卒（佐々木文夫研究室）
　株式会社スナックミー
□山岸 隆：2016年大学院修了（伊藤裕久研究室）
　株式会社安井建築設計事務所
　ICT・データマネジメント部
□依田 祐果：2015年大学院修了（今本啓一研究室）
　森ビル株式会社　都市開発本部

――事前質問：現在の仕事と、学生時代に思い描いて
いた姿とのギャップはありますか

【中東】在学中から文章を書くのが好きで、出版・編
集業界への就職を考えていました。建築を題材に文章
を書くならまず実務を経験しようと思い設計事務所に

学生から出た質問に答える登壇者たち
仕事と生活の両立や、仕事する上でぶつかった課題、キャリア・デザインに関する質問など、多彩な質問が出た。
Zoom によるリモート参加の学生からも質問が飛び交った

〇日時
11/26（土）15:00~17:00
〇場所
葛飾キャンパス研究棟７階プレゼンテーションルーム
およびオンライン（Zoom）
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就職したので、転職した今もギャップはありません。
【渡邊】学生時代は設計が好きではなく、才能や意欲

のある同期と勝負できないだろうと思っていました。
建具メーカーに就職し、生産設計を中心に技術べった
りの毎日を過ごすうち、日々の仕事も設計の一つの形
態であり、“実は設計が好きだった”と気づきました。

【三好】“建築の在り方を変えてみたい”という漠然とし
た希望から、当時の注目分野だったリノベーションの
会社に就職しました。しかし単純作業を繰り返す日々
に仕事への興味がうせていきました。そこで自らアイ
デアを作るところから始めたいと思い、起業を意識す
るようになりました。様々な業種を経て、今“おやつ”
の会社にいます。思っていたほど建築に思い入れがな
かったようで、あまり違和感はありません。

【下野】建築の専門職に就きたい、社会全体のために
仕事がしたいという思いから、公務員を志望しました。
事務作業がとても多く、職場の異動も頻繁で大変です。
ただ、建築を切り口にいろいろな世界を知ることが出

きますし、異動の都度、新しいことを経験できる面白
さがあります。

【山岸】建物の構造を学びたいと思って入学しました
が、在学中に建物の設計や実測スケッチが好きになり、
設計事務所に就職しました。就職後はデジタル技術を
生かした設計に興味が移り、部署を異動しました。新
たな分野に挑戦するのは楽しいです。

【依田】六本木ヒルズなどのビッグプロジェクトにあ
こがれ、森ビルに就職しました。プロジェクトのどの
部分を担当するかで、関わり方が大きく異なりますが、
めぐりあわせのようなものと考えています。

【鈴木】学生時代は、“建築といえば新築”と考えていま
したが、会社で担当する案件は改修計画が多くありま
した。日本郵政は建築に幅広く関われる会社なので、
業務を通じて建築という仕事の多様さを実感しました。
――事前質問：やりがいや辛さを教えてください

【下野】国会対策で深夜残業になるというようなこと
は、昔と比べると少なくなっています。残業に対する

2015年に日本郵政株式会社へ入社。日本郵政グループが全国に
所有する様々な不動産の、発注者支援や工事計画のマネジメン
ト、コスト算出などを行う。プロジェクト毎に地域性や規模、
用途など条件が異なり、関わり方も川上からマネジメント、設
計、工事監理までと、常に柔軟な対応を求められる。

2015年に株式会社佐藤総合計画に入社。商業施設や庁舎、消防
署、学校、特別支援学校、福祉施設、病院など主に公共建物の
設計や監理に従事する。その後、22年７月に日経BPへ入社。現
在は日経クロステック／日経アーキテクチュアに所属し、編集
を行う。

2015年に国土交通省に入省。官庁営繕部で国の建物に関する仕
事に就く。霞が関の本省と地方局を往復しながら、現在７つ目
のポストに就いている。21年７月に出産。８カ月間の産休・育
休を経て、22年４月に職場復帰した。家族と職場と実家の協力
のもと、仕事と育児の両輪生活を送る。

建築設計以外の分野で活躍する登壇者
大学を修了・卒業してから、約 10 年のキャリアを積んだ登壇者たち。
全員が、建築分野や建築設計以外の分野で働いている。建築学科の卒
業後の多様な姿を学生に向けて話した

Facilitator
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2015年修了

宇野求研究室
日本郵政株式会社

施設部

中東　壮史
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日経アーキテクチュア

下野　恵理子
2015年修了

宇野求研究室
国土交通省

大臣官房　官庁営繕部

総合職として建物に関わる

つくる側から伝える側へ国交省で仕事と育児の両立
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評価が変わってきたという実感があります。
【渡邊】メーカーにいたころは出張が多く、とても忙

しくて辛い日々を過ごしていました。現職では企画・
運営を担当しているため、仕事は多種多様でクレーム
対応なども含みます。理不尽で難しい問題を解決に導
けた時には、強いやりがいを感じます。

【三好】自分の思いと社会の考え方がマッチしなかっ
たときには、がっかりし自分の甘さを痛感します。物
事は見る角度で変わり、社会は多様だということを、
チーム皆で共有するように心がけています。

【山岸】プログラミングを活用した設計は、目的や内
容で難しさが異なります。解決が見つからない時は特
に大変です。先にあるだろうゴールと今のスタート地
点をどうつなげるか、学生時代とは異なるスキルの必
要性を感じています。

【依田】規模が大きいプロジェクトでは、関係者との
調整に多くの時間がかかり、とても苦労します。しか
し完成時の喜びは大きく、特に様々な関係者から信頼

を得られたときの喜びは格別です。
【鈴木】明確な指標が定まっていない品質管理の場面

で、物事の判断を求められることがあります。そんな
時は経験不足のため不安を感じますが、相談相手は社
内外に多くいるので助かっています。
――会場質問：「建築とは関係なく始めたが、結果と
して建築の知識・技術が生きたことはありますか」

【三好】プログラム開発で行き詰った時、複数のアイ
デアを並行して検討する設計の手法が役立ちました。

【中東】気まずい関係になった施主と、趣味のバイク
の話で関係が劇的に改善したことがあり、建築以外の
ことが思わぬところで生きるものだと感心しました。

【渡邊・鈴木】在学時に教わったパワーポイントの作
法がすごく役立ちました。おしゃれな小さい文字は
NG、とか（笑）。多くの分野を総合的に集約する“建築
的解決手法”も、いろいろな場面で生きています。
――会場質問：「人生100年時代に何を目標にし、何を
重視していますか」

大学を卒業後、建築設計事務所に勤務。その後、ソフトウェア
エンジニアへキャリアチェンジし、2014年にgeechs株式会社
へ入社。技術本部のリーダーとしてゴルフアプリのプロジェク
トマネージャーを経験する。15年には株式会社スナックミーを
創業。CTOとしてエンジニアリングチームを率いる。

2013年にYKKAP株式会社へ入社。新宿ニューマンや渋谷スト
リームの外装（カーテンウォール）設計を担当。18年に結婚を
機に退職。国家資格キャリアコンサルタントを取得し、現職に
就く。遊び場施設の開発や公園の使い方など、企画から設計、
施工、運営までプロジェクトマネジメントを担当。

2015年４月に森ビル株式会社へ入社。工事会社の選定や発注･
契約を行う部署に２年間所属した後、現在の都市開発本部へ異
動。主な仕事は再開発プロジェクトにおける権利者対応。街が
抱える課題や問題を地域の方々と一緒に考え、関係者の利害を
調整しながら、安心安全で夢のある街づくりを目指す。

2016年に株式会社安井建築設計事務所に入社。当初は意匠設計
を担当していたが、デジタルによる設計業務の開発、プログラ
ム作成等に興味を持ち、現部署に異動。建物情報をもつ３Dモ
デル「BIM」の推進、環境解析、自動設計、コンピューテーショ
ナルデザインの開発等を行っている。

CommentatorCommentator

CommentatorCommentator

三好　隼人
2013年卒業

佐々木文夫研究室
株式会社スナックミー

CTO（最高技術責任者）

渡邊　杏奈
2013年修了

熊谷亮平研究室
飛騨五木株式会社

サービスデザイン戦略部
部長

依田　祐果
2015年修了

今本啓一研究室
森ビル株式会社

都市開発本部

山岸　隆
2016年修了

伊藤裕久研究室
株式会社安井建築設計事務所

ICT・データマネジメント部
主任

エンジニアへキャリアチェンジ会社の中でビジネスをつくる

街づくりの最前線に立つデジタル開発と建築設計の二刀流
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【渡邊】“何を”ではなく、考え続けることが大切です。
ルーチンに流されていると、現状に甘んじて成長がなく
なります。私は建具メーカーを退職後に、国家資格キャ
リアコンサルタントを取得し、今はMBA（経営学修士）取
得に向けてビジネススクールで勉強しています。

【依田】今の仕事は文章を書くことが多いです。学ん
だ建築の知識とは直接関係ない、いわば文系の世界で
す。目の前の幅広い世界に対し、自分の専門性をどう
生かせるか考えてしまい、悩んでいる最中です。

【下野】家庭を持ち、子供を育て上げ、バリバリ仕事も
したい。そんな希望を持って就職先を決めました。以
前は深夜まで働くこともありましたが、子育て中の今
は仕事を人生の一要素と考えるようになりました。長
い人生の中、今は育児・家庭を優先すると決めています。

【山岸】優先順位を決めていて、第一に家庭、第二に
家庭を支える仕事です。仕事は分野を問わずやりたい
ことや成長を重視しています。積極的に新しいものに
挑戦していきたいと考えています。

【中東】３年あるいは６年タームで目標を考えていま
す。またそれとは別に、１年に一つ違う分野のことを
勉強・実践するようにしています。いろいろな人と話
す場合に、実践から得られた経験は強いものです。

【鈴木】コンストラクション・マネジャーという資格
を取得しました。地方自治体では近年技術者不足が問
題になっており、ニーズが高まっています。建築行為
を体系的に整理できて視野が広がりました。
――会場質問：「自分のマーケットバリューを高める
ためにどうしていますか」

【三好】自分が人より勝る要素は何かを考えています。
他の人がやっていないことを目指す、というのはとて
も価値があると考えています。

【渡邊】仕事をしていると、地方の生活が疲弊してい
ると感じます。困っている人々がいれば、そこには仕

事が生まれます。ただ駅前だけが発展するのではなく、
地域全体がよくなる方法はないかと考えています。ま
た、皆さんは就職時に条件を気にすると思いますが、
自分がその会社に入って待遇を変えてやる、という気
概を持つことで価値が高まります。

【中東】たとえば趣味だと他者の評価はあまり気にし
ないものです。仕事も同様に、モチベーションや楽し
さを重視して考えてもいいのではないでしょうか。

【鈴木】建築以外の興味や出会いを大切にしています。
学生時代に東日本大震災の復興支援ボランティアに参加
しました。そこで建築以外の仲間と出会い、交流できた
おかげで、建築を学ぶ自分の価値に気づかされました。

【山岸】社外の人とつながりを持つ、やったことのな
いことに挑戦する。それを自分の知識と掛け合わせる
ことで見識が広がり、自分の価値が高まると思います。
――最後に１年生の方から「建築の魅力とは何か」と
いう根元的な問いかけが出ました

【渡邊】人々の記憶にある“ふるさと”のようなものを作
りたいと思っています。その地域独特の風景を作り出
せる可能性に惹かれます。

【中東】設計の中でこだわった部分や頑張った部分を
一般の人にも共感してもらえた時は、誇らしくうれし
い気持ちになります。また、建築は多くの関係者と一
緒に作り上げるものです。建物が出来上がって喜びを
分かち合う瞬間は、とても感動的です。

【下野】人間が生きていく空間を作るのが建築の仕事
です。人が生きるという根元的な部分に関われる、と
いう大きな喜びがあります。

　自由闊達な意見が出ました。登壇者の皆様も、お互
いに刺激を受けたられたのはないでしょうか。今年の
秋も同様の企画を予定しています。関係者一同、皆様
の参加を心待ちにしております。（編集浦山）

学生と登壇者、OB・OG でイベント後に集合写真
前列がファシリテーターとコメンテーター。後列の中央部に、当日参加した学生が並ぶ。
対面形式と同時にリモートでも配信していたため、リモートで参加していた学生も多かった。
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共に二子玉川ライズの実現に関わった浦山さんから、
この寄稿のお話をいただいて以来、何を書こうか迷い
ながら、ようやく少し仕事の合間が見つかり、執筆に
取り掛かる。

さて、それにしても。
何を書こうか？

こうした思索にふけ
る時、訪れる場所があ
る。

神奈川県立音楽堂の
前の、大きな樹の下に
あ る 小 さ な 石 の 椅 子

（右写真）。
おこがましくも、前

川國男さんの県立音楽

堂に、心の相談相手になってもらっている。
この県立音楽堂は、戦後、食糧の供給もままならない

時期に建てられた、県民の希望の象徴だったと聞いてい
る。物資がなく安い素材を使っているのに、音が柔らか
く、多くのアーティストがこのホールを愛するのだとか。

この建物を眺めていると、大切なことを忘れずにい
られるような気がしてくる。

私の設計活動も、20年を越した。
いつも「人のスケール」という言葉を大切にしている。
前川さんの建築に影響を受けてきたし、内藤廣さん

の空間や、槇文彦さんの言説からも多くのことを学ば
せていただいて今に至る。

県立音楽堂を見ていると、この「人のスケール」を
実感し、見失わずにいることができる。
「人のスケール」という言葉を、特に強く意識したの

は3.11の時だった。復興計画に見るメガスケールへの
違和感や、“寄り添う”という言葉が形骸化した時の胡
散臭さみたいなものについて、ひたすら考えたことを
覚えている。

現職においても、苦労して竣工した建物でも、「人の
スケール」で考えていなかった空間は、どうにも味気
なく、残念な思いをした経験も大きく影響している。

数年前、金沢市内で手掛けたプロジェクトで、こう
した「人のスケール」を意識した意匠を展開させても
らえる機会があった。大規模な再開発事業の建物だっ
たが、むしろそれ故に「人のスケール」からものごと
を考えるように心がけて設計をした。

建物内外にたくさん
の居場所を提供し、で
きるだけ多様な居場所
の集合体が、大きな建
物になるように構想を
練った。

出来上がった建物の
中で、一番手ごたえの
あった空間は、坪庭を
眺める小さなベンチの
空間だった（右写真）。

① 兵庫県　　　　② 海の博物館（設計：内藤廣氏）
③ 大規模建築や単体建築の意匠設計、現場監理（商業
　 施設が比較的多い）
④ 何か楽器を弾けるようになりたいと思っていて、そ
　 ろそろピアノを始めてみようと。

髙尾　勇次
1997年卒

志水英樹研究室
株式会社アール・アイ・エー

profile

同窓生の「今」を考える

今回は「大切に思うこと」をテーマとして、大学時代の思い出、
取り組まれているお仕事、そし今大切に思うことについてご
執筆いただきました。

Profile
①出身地　 ②好きな建物　 ③今まで仕事で行ってきたこと
④今後取り組みたいこと

「大切に思うこと」

大規模建築を「人のスケール」で考える
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引渡し前の確認で、このベンチに座ったとき、素直に
心地がいいなと思えたのが、とてもうれしかった。

再開発など、大規模建築を多く手掛ける設計事務所
に所属していると、これからも巨大な建築の設計に携
わることが多いかもしれない。大規模建築だからこそ、

「人のスケール」からものを考えていきたい。

私が建築学を志したきっかけは、父親の存在がとて
も大きいです。父親は木造軸組工法の大工職人で、父
親の木材を加工する仕事場が私の幼少期の遊び場と
なっていました。杉と檜（ひのき）の香りが満ちた空
間で鑿（のみ）と金槌を持ち、遊んでいた原風景が建
物に強い関心を抱くきっかけとなっています。

縁あって東京理科大学に入学し多くの事を学ばせて
頂きました。学生の皆さんも苦労されていると思いま
すが、私もカリキュラムの多さと難易度に四苦八苦し
ながら卒業出来た事は、建築学の学ぶ事の多さと深さ
を社会に出る前に体験出来る良い機会だったと考えま
す。また、今も大切な仲間と出会い、共に過ごした時
間は掛け替えないものとなっています。

建築学に更に関心が強くなった私は大学院で構造エ
ンジニアを志し研究にいそしんでおりました。しかし、
修了が近くなるにつれて建築を学んだ上で世の中へ提
供する価値についての考えが変わり始めました。エン
ジニアではなく、プロデューサーになろうと考えが一
変する中で就職活動をし、大学の友人が入社した少し

（？）変わった会社と出会って一目惚れ入社しました。
一目惚れは失敗しやすいと言われますが、今振り返っ
ても直感を信じて良かったと感じております。

業種としては不動産デベロッパー、マンション、ビ
ル開発、ホテル等の宿泊事業など幅広く展開しており
ます。社風としては創業のリクルートグループから独
立した事もあり、自由闊達かつ「自ら機会を創り出し、
機会によって自らを変えよ」の言葉があるように若手
の頃から裁量権が大きい事が特徴的です。

私も入社後、事業企画、設計監理、販売と各機能に
おいて早々に責任のある役割を任され様々な経験を出
来ています。例えば、同期の友人がホテル事業をやり
たいと事業計画を出すと会社全体でバックアップがさ
れ実現しております。私もホテル事業の素人でしたが、
新規立ち上げのプロジェクトメンバーとしてゼロから
携わるといった挑戦が出来ました。お客様への提供価
値は何なのか、その価値をどの様に建物に仕組みとし
て落とし込むかを考え、実現出来た仕事になりとても
やりがいと達成感を感じました。

その後も仕事を通して多くを学ぶ事が出来ましたが、
更に学びを得るために現在改めてリカレント教育の機
会として大学院で経営学を学んでおります。世の中の
変化をとらえ顧客の本質的なニーズを捉える事が出来
なければ評価されない状況に現在あると考えます。よ
り際立った価値を提供できるように今後も学びを止め
ないようにしたいと思います。

① 広島県福山市
② アスプルンドの森の十字架、礼拝堂
③ 不動産開発（マンション、ホテル等）
④ コロナを気にせず世界旅行に行きたい

曾我　大輔
2004年卒

鈴木信宏研究室
株式会社コスモスイニシア

profile

学びを止めるな

2022 年度東京理科大学工学部建築学科
卒業制作講評会・築理会賞審査会

　2023 年２月 12日（日）、葛飾校舎図書館ホールで開催され、
吉田周和さんの作品「外濠で満ちて ～濾過水で外濠を満たし、
心満たされる都市の居場所～」に決定されました。内容は卒業
設計ウェブサイト https://tus-projects.jp/ でご覧いただ
けます。

審査の様子



新年の活動方針
　2023年は工学部建築学科創設60周年。３月には社会人
コースから第１回卒業生が誕生しました。築理会は、５
月27日（土）の年次総会で、学科と合同で60周年記念行
事を計画中です。節目の年を機に、学科と同窓会が「理
科大建築」の価値を高めるために力強く連携していきま
す。在学生とは、これまでの「先輩と語る会」共催や「り
ぼん」発刊支援に加え、フューチャー・フォーラムの運
営拡大も一緒に進めます。
　築理会が継続してきた活動には、会報・ホームページ・
メルマガがあります。会員のネットワークの要として一

層の充実を図ります。この一
環として準備大詰めの「名簿
のデジタル化」も、さらに会
員相互のつながりを深めつ
つ、会の運営をスムーズにす
る役割を果たすでしょう。あ
わせて、築理会から社会に働
きかける企画もいくつか始め
たいと構想する、2023年の
春です。ご期待ください。

8

１月21日（土）、築理会新年会が開催されました。本
年は初めての千駄ヶ谷インテスでの会場とオンライン
の併用で行い、合計33人参加されました。

今回の2023築理会新年会では、オンライントークと
懇親会の構成となっており、今年の新年会は “つなぐ”
をテーマに活発な意見交換が行われました。

オンライントークでは、今年発行された「りぼん
2022」の掲載内容、特徴をご紹介いただき、内容の充

実からも大変好評でした。また、「先輩と語る2022」
について、OBと学生のつながるきっかけづくり、学生
がより参加できる機会・場づくりなどの案が上がりま
した。さらに学科主任の今本先生とともに、“建築学科
60周年”に向けて学科と築理会の連携について、手段や
具体的な方法についても話し合いが行われました。

その後の懇親会では久しぶりのリアルでの集まりで、
思い出話に盛り上がるイベントとなりました。

編 集 長：	近藤 剛啓
編集委員：�	古池 廣行、野田 正治、飯山 道久、荒井 眞一郎、浦山 千明、
	 森 清、伊藤 学、高橋 潤子、阿久津 好太、熊谷 一清、
	 鈴木 敦子、三浦 博範、栢木 まどか、渡邊 杏奈、山岸 隆、
	 本山 真一朗、丸山 峰寛、中東 壮史

編集後記：（三浦 博範）
　３年ぶりリアルの新年会でしたが、大多数の方からやはり対面型の方がいいとの
声があがっていました。5月の総会も対面型で開催され、より多くの方とお会いでき
ればと思います。

2023年度 築理会総会
および　建築学科60周年記念行事

５月27日（土）神楽坂キャンパス１号館17階講堂
建築学科60周年記念行事とともに開催の準備をしていま
す。詳細はホームページで公開予定です。

会費納入のお願い
築理会は皆さまの会費により活動しています。卒業生、在

学生への多様な活動のために、会費の納入をお願いします。
会費は3,500円/年です。築理会やりぼんの活動などに対する
寄付も受け付けています。

卒業後30年を経過した卒業生には終身会員制度がありま
す。同封の振込用紙にて納入してください。詳細はホームペー
ジでご確認ください。

築理会会長　佐野 吉彦

2023築理会新年会
オンライントーク＋懇親会
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